
②
土
地
区
画
整
理
事
業

都
市
改造

町

三分

璽

三分

璽

囚分

2

③
下

水

道

事

業

公
共
下
水
道

町
ー

県町

6分

の
四
一
δ分

璽
二
〇分

の
=

都
市
下
水
路

三
分

2三分璽

三
分

2二〇分の一

三
分

2六〇分の三七

④公

園

事

業

町

二
分

2

⊥
二
分

璽

⑤県

単

歩道

舗
装街路植栽街路調査

県町県

旦
}墾

⊥

二
分
2

三
分

空二分2二分2

〔
町
有

昭
48

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

2

警

察

・
消

防

四
六
九

〔昭
和
二
二
年
公
安
委
員
選
任
〕

議
案
第
五
五
号

公
安
定
委
員
選
任
の
件

警
察
法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
三
名
を
左
の
通
り
選
任
し
議

会
の
同
意
を
求
む
る
も
の
と
す
る

記

藤

田

勝

次

山

田

英
太
郎

仲

西

広

次

議

会

の
申

入

に
依
り
藤
田
勝

次
を
三
村
正
吉
と
訂
正

昭
和

二
十

二
年
十

二
月
十

六
日
提
出
同

日
同
意

矢
吹
町
長

仲

西

正

次

〔町
有

昭
22

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
七
〇

〔昭
和
二
三
年
自
治
警
察
の
発
足
〕

警
察
職
員
の
定
員
及
警
察
署
の
位
置
名
称
管
轄
区
域
に

関
す
る
条
例

第

一

条

矢
吹
町
警
察
に
左
の
職
員
を
置
く

警
察
吏
員

警

察

長

巡
査
部
長

二
人

巡

査

五
人

第

二

条

警
察
長
は
警
察
署
長
を
兼
ね
る
。

第

三

条

警
察
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
又
は
欠
け
た
と
き
は
上
席
の
警

察
吏
員
が
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

警
察
長
は
部
下
に
そ
の
事
務
の
　
部
を
代
理
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

第

四

条

巡
査
部
長
は
上
司
の
指
揮
監
督
を
受
け
警
察
事
務
に
従
事
し

部
下
の
巡
査
を
指
揮
監
督
す
る
。

第

五

条

巡
査
は
上
司
の
指
揮
監
督
を
受
け
警
察
事
務
に
従
事
す
る
。

810
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第

六

条

警
察
署

の
名
称

は
矢
吹
町
警
察
署
と
し
矢
吹
町
大
字
矢
吹
字

西
側
四
十

一
番
地

に
置
く
。
矢
吹
町

の
区
域
を
以

て
そ

の
管

轄

区
域
と
す

る
。

〔町
有

昭
23

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
七
一

〔昭
和
一=
ハ年
矢
吹
町
警
察
署
を
維
持
し
な
い
こ
と
を
住
民
投
票

に
付
す
る
議
決
〕

議
案
第
五
十
四
号

西
白
河
郡
矢
吹
町
警
察
署
を
維
持
し
な
い
こ
と
を
住
民

投
票
に
付
す
る
の
件

本
町
議
会
は
矢
吹
町
警
察
を
維
狩
し
な
い
た
め
本
町
住
民
の
投
票
に
対
す
る

も
の
と
す
る

昭
和
二
十
六
年
八
月
十
二
日
提
出矢

吹
町
長

大

木

代

吉

(
参
考

)

第 第 第
1三 ニ ー

議
案
第
五
十
四
号
に
つ
い
て

(警
察
法
の
改
正
)

公
安
委
員
の
資
格
制
度
の
緩
和

市
町
村
の
警
察
職
員
の
定
員
に
関
す
る
事
項

町
村
の
自
治
体
警
察
の
維
持
及
廃
止
に
関
す
る
事
項

通
則
的
事
項

e

従
来
市
及
び
人

口
五
千
以
上

の
市
街
的
町
村
と
し

て
政
令

で
告
示

さ
れ

た
町
村

は
す
べ

て
自
治
体
警
察
を
維
持
す
る
義
務
を
負
う

こ
と

と
さ
れ
て
来

た
が
町
村

に
つ
い
て

は
住
民
投
票

に
よ

っ
て
警
察
を
維

持

し
な

い
こ
と
又

は

一
旦
警
察
を
維

持
し
な

い
こ
と
と
し
た
後
再
び

警
察
を
維
持
す

る
こ
と
が

で
き
る

こ
と
と
さ
れ
た

こ
と

〔
法

四
〇

ノ

三
〕

2

町
村

の
議
会

の
議
決

e

町
村

の
議
会

に
於

て

「
警
察
を
維
持
し
な

い
こ
と

(
再
び
警
察
を

維

狩
す

る
こ
と
)
を
住
民
投
票

に
付

す
る

こ
と
」
を
議
決
し
た
と
き

に
お

い
て
住
民
投
票

が
行
わ
れ
る

の
で
あ
る
が
そ

の
議
決

の
内
容
と

し
て
警
察
を
維
持
し
な

い
こ
と
と

(
再
び
警
察
を
維
持

す
る

こ
と
)

を
住
民
投
票

に
付
す

る
旨

の
議
決
を
行
う

の
が
原

則

で
あ

っ
て
単

に

警
察
を
維
持

す
る
か
し
な

い
か

に
つ
い
て
住
民

投
票

に
付
す
る
旨

の

議
決

を
行

い
こ
れ

に
基
い
て
住
民
投
票

を
行

う
こ
と
は
適
当

で
な
い

か
ら
そ

の
点

に
留
意

さ
れ
た

い
こ
と

⇔

町
村
の
議
会

の
議

長
は
前

項
の
議
決

が
あ

っ
た
と
ぎ

は
そ

の
日
か

ら
三
日
以
内

に
そ

の
旨

を
当
該
町
村

の
選
挙
管

理
委
員
会

に
通
知
あ

わ
せ
て
そ
の
議
決

に
関
す

る
審
議

の
経
過

の
要
領
を
記
載

し
た
文
書

を
送
付

し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
こ
と
と

さ
れ

た
こ
と

〔法

四
〇

の
三

2
令
七

1
〕

〔
町
有

昭
26

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕
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四
七

二

〔昭
和

二
六
年
自
治
警
察
廃
止
〕

議
案
第

六
十

五
号

自
治
警
察

の
関
係
条

例
廃

止

の
件

昭
和

二
十
六
年
九
月
三
十
日
限
り
矢

吹
町
警
察

署
廃

止
と
な

っ
た
の
で
次

の

条
例
を
廃
止
す

る
も

の
と
す

る

昭
和

二
十

六
年
十

二
月

二
十
五

日
提
出

矢
吹
町
長

大

木

代

吉

一
、
矢
吹
町
警
察
署
職
員

の
定
員
及
警
察
署

の
位
置
名
称
管
轄
区
域

に
関
す

る
条
例

二
、
警

察
職

員

の
任

免
等
に
関
す
る
条
例

三
、
矢
吹
町
警
察
被

服
そ

の
他
給
与

並

に
諸

手
当
支

給
条
例

四
、
矢
吹
町
警
察
吏
員
旅
費
支

給
条
例

五
、
矢
吹
町
警
察
吏
員
特
別
勤
務
手
当
給
与
条
例

六
、
矢
吹
町
公
安
委
員
会
矢
吹
町
警
察

の
許
可
認
可
証
明
手
数
料
条
例

以

上

〔町
有

昭
26

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
七
三

〔白
河
警
察
署
矢
吹
派
出
所
沿
革
〕

白
河
警
察
署
矢
吹
派
出
所
沿
革

昭
和
二
十
三
年
三
月
七
日

警
察
法
施
行
に
よ
り
、
地
区
警
察
、
市
町
村
警

察
を
設
置
す
る

白
河
地
区
警
察
署
矢
吹
警
部
補
派
出
所

矢
吹
町
警
察
署
を
同
一
庁
舎
内

128

に
置

く
。

昭
和
二
十
六
年
八
月

一
日

行
政
区
域
の
変
更
に
よ
り
大
屋
村
巡
査
駐
在
所

が
須
賀
川
警
察
署
よ
り
移
管

昭
和
二
十
六
年
十
月
一
日

警
察
法
改
正
に
よ
り
矢
吹
町
警
察
署
廃
止

白

河
警
察
署
矢
吹
警
部
派
出
所
と
し
て
存
置

昭
和
二
十
八
年
十

一
月

白
河
警
察
署
矢
吹
警
部
補
派
出
所
と
な
る

昭
和
四
十
四
年
四
月

白
河
警
察
署
矢
吹
警
察
官
派
出
所
と
な
る

昭
和
四
十
五
年
三
月

白
河
警
察
署
矢
吹
派
出
所
と
な
る
。

〔渡
辺
正
七
郎

(元
派
出
所
長
)
資
料
提
供
〕

四
七
四

〔
昭
和

二
二
年
矢
吹

町
消
防
団
設

置
条
例
〕

矢

吹
町
消
防
団
設
置
条
例

第

一

条

本

町

に
矢
吹
町
消
防
団
を
設
置
す
る
。

第

二

条

消
防
団
員

の
定
員
は

一
八
五
人
以
上
と
し
其

の
区
分
は
左

に

依
り
。

団

長

副

団

長

部

長

分

団

長

副
分
団
長

五 五 一 一 一

人 人 人 人 人
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第

三

第

四

第

五

第

六

班

長

十

一
人

副

班

長

十

一
人

其

の
他
団
員

一
五
〇
人

条

本
町

に
矢
吹
町
消
防
委
員
会
を
設
置
す

る
。
委
員

の
任
期

は

ニ

ケ
年
と
す

る
。

条

消
防
委

員
の
内

町
会
議

員
及
学
識
経
験
者
を
以

て
こ
れ

に
充

つ
べ
き
者

の
定
数

は
町
会
議
員

よ
り
五
人
学
識
経
験
者

よ
り
三

人
と
す

る
。

前

項

の
規
定

に
依
る
委

員
は
町
会
議
員

に
つ
い
て
は
町
会

の

議
決

で
之
を
指
名

し
学
識
経
験

の
あ
る
者

に
つ
い
て
は
町
長
が

之
を
委

嘱
す
る
。

町
長

は
臨
時

必
要
あ

る
時

は
前

項

の
規
定

に
あ
る
委

員

の
定

数
以
外
臨
時
委

員
を
依
嘱
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

条

消
防
委
員
会

は
町
長
が
之
を
招
集
す

る
。

消
防
委
員

三
人
以
上

よ
り
会
議

に
付

議
す
べ
き
事
項
を
示
し

て
消
防
委
員
会

の
招
集

の
請
求
が
あ

る
と
き

は
町
長
は
消
防
委

員
会
を
招
集

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

町
長
が
消
防
委
員
会
を
招
集

し
よ
う
と
す

る
と
き

は
予

め
各

委
員

に
日
時
場
所
及
び
会
議

に
付
議
す

べ
き
事
項
を
周
知

し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

条

消
防
委

員
会

は
半
数

以
上

の
委

員
が

出
席
し
な
け
れ
ば
議
事

第

七

第

八

第

九

第

十

を
開
き
議
決
す

る
こ
と
は
出
来

な
い
。
但

し
同

一
の
事
件

に

つ

き
再
度
招
集

し
て
も
尚
半
数

に
達

し
な
い
と
き

は
こ
の
限

り
で

な
い
。

消
防
委
員
会

の
議
長

に
は
町
長
が

こ
れ

に
当

る
。

消
防
委
員
会

の
議
事

は
出
席
議
員

の
過
半
数

で
之
を
決

し
可

否
同
数

の
と
き

は
議
長

の
決
す

る
と

こ
ろ
に
よ
る
。
議
長

は
会

議
録

を
調
整

し
会
議

の
顛
末

を
記
載

し
な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。

条

消
防
委
員
会

に
幹
事

及
書
記
若

干
人
を
置
き

町
長

こ
れ
を
命

免

又
は
委
嘱

す
る
。

幹
事

及
書
記

は
議
長

の
命

を
受
け
て
庶
務

に
従
事

す
る
。

条

町
長

は
消
防
委

員

に
対

し
報
酬
及
費

用
弁
償

を
消
防
委
員
会

幹
事

及
び
書

記

に
給
料
若

し
く
は
手

当
及
び
旅
費

を
支

給
す

る

こ
と
が
出
来

る
。

条

消
防
団
長
及
副

団
長

の
選
挙

に
関
す
る
事

務

は
町
長
が
之

れ

を
行

ふ
。

選
挙

は
指
名
推
薦

又

は
単
記
無
記
名
投
票

の
方
法

に

よ
り

こ
れ
を
行

ふ
。

条

町
長
及
消
防
委
員
会

に
諮
問

し
て
左

の
各
号

に
掲
ぐ

る
設
備

資
材
を
消
防
団

に
備

へ
付
け

る
も

の
と
す

る
。

一
、
消
防
団
旗

二
、
消

防
団
本

部
及
分
団
本
部

の
設
備

13

三
、
消
防
団
員
詰
所

の
設
備

8



四
、
通
信
及
信
号
設
備

五
、
機
械
器
具
置
場

六
、
提
灯
及
信
号
旗

七

、

メ
ガ
ホ

ン
、

サ
イ
レ

ン
、
其

の
他

の
警
報
用
具

八
、
警
鐘

九

、
消
防
ポ

ン
プ

一
〇

、
水
管
車

一

一
、
運
搬
車
消
火
器

一
二
、
水
桶

(
手
桶
)

=

二
、
竹
梯

子

一
四
、
消
防
用
破
壊
器
具
、
鳶

口
、
刺
女
斧
、
掛
矢

、
鋸
、
綱
、

円
匙

一
五
、
救
助
袋
救
助
幕

一
六
、
救
急

用
薬
品
及
薬
類

一
七
、
担
架

一
八
、
天
幕

一
九

、
工
作

器
具

二
〇

、
其
の
他

消
防

上
必
要
な
も
の

消
防

団
の
設
備
資
材

は
団

長
が
之

を
保
管
す

る
。

設
備
資
材
を
殿
損

又
は
亡
失

し
た
と
き

は
団

長
は
そ
の
事
由

を
具

し
て
町
長

に
届
出

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。

故
意
又

は
過
失

に
依
り
設
備
資
材
を
殿
損
又

は
亡
失
し
た
も

14

の
に
対
し

て
は
町
長

は
之
を
賠
償
さ

せ
る
こ
と
が
出
来

る
。

8

第

十

一

条

消
防
団

に
は
次

の
文
書
簿
冊
を
備

へ
異
動

の
都

度
之
を
整

理

し
て
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
、
消
防
団
員
名
簿

二
、
沿
革
誌

三
、
設
備
資
材
台
帳

四
、
日
誌

五
、
区
域
内
全
図

六
、
地
水
利
要
覧

七
、
金
銭
出
納
簿

八
、
手
当
支

払
簿

九
、
給
貸

与
品
台
帳

一
〇
、
諸
令
達
綴

一
一
、
消
防

団
上
必
要
な
法
規
令
規
綴

一
二
、
雑

書
綴

町
長
は

こ
の
条
令

に
定

め
る
も

の
の
外

設
備
資

材

の
管

理
又
は
文
書
簿

冊
に

関

し
必
要
な
る
事

を
定

め
る

こ
と
が
出
来
る
。

附

則

こ
の
条

例
は
昭
和

二
十

二
年
九
月

一
日
か
ら

こ
れ
を
施

行
す
る
。
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議

案
第

四
二
号

消
防
委
員
選
任

の
件

矢

吹
町
消
防
団
設
置
条
例
第

四
条

に
よ
り
消
防
委
員

五
人
を
選
任
す

る
も

の

と
す

る
。

昭
和

二
十

二
年
九
月

二
十

三
日
提
出
同

日
決
定

矢
吹
町
会
議
長

栗

林

俊

雄

〔
町
有

昭
22

「矢
吹
町
会
議
録
」
抜
粋
〕

四
七
五

〔矢
吹
町
消
防
団
沿
革
〕

矢

吹

町

一
、
消
防

の
沿
革

戦
後

の
荒
廃
と
混
乱
が
何

ん
と

か
落

ち
付
き
始

め
た
昭
和

二
十

三
年
消

防
組
織
法

の
制
定

に
よ
り
警
防
団
も
警
察

の
所
管

か
ら
離
れ
各
市
町
村
と

も
、
真

の
自
治
体
消
防
と

し
て
新

し
い
組
織

で
発
足

し
た
組

か
ら
警
防
団

へ
、

そ
し
て
消
防
団

と
名
称

こ
そ
変

れ
郷
土

を
災
害

か
ら
守

る
火
消

の
精

神

は
不
変

で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
昭
和
三
十
年

町
村
合
併
促

進
法

に
基
づ
き

矢

吹
町

・
中
畑
村

・
三
神

村
、
そ
れ

に
天
栄
村

の

一
部
が
合
併
し
新
矢
吹

町
が
誕
生
、
当
然
消
防
団
も
合
併

し
三
分
団
制
団
員

四
八
〇
名
で
発
足
し

た
。

合
併
を
機

に
消
防
力

の
整
備
充
実
が
さ
け
ば
れ
、
手
引
ポ

ン
プ

に
か

わ

る
小
型
動
力
ポ

ン
プ

の
出
現

に
よ
り
、
ポ

ン
プ
自
動
車
と
あ
わ

せ
消
防

の
機

械
器
具
が
飛
躍
的

に
充
実
さ
れ

た
の
も

こ
の
時
期

か
ら

で
あ
り
近
代

消
防

に
向

っ
て
前
進

し
た
の
で
あ

る
。

ま

た
昭
和

三
十
年
後
半

か
ら

日
本

経
済

の
著

し
い
発
展

に
よ
り
現
金
収
入
を
求

め
団
員

の
出
稼
が
増
加

一
時

期

で
は
あ

る
が
消
防
団
運
営

に
大
き
な
支
障
が
あ

っ
た
。

こ
の
様

な
状
態

を
背
景

に
昭
和

三
十

八
年

に
は
機
動
力
を
さ
ら

に
充
実

し
少
数
精
鋭
主
義

に
よ
り
団
員

の
減
員
を
断
行

し
定
員

三
六
〇
名
と

し
、
三
分
団
、

二
十

八

部
水
そ
う
付
消
防
車

一
台
、

ポ

ン
プ
自
動
車
十
台

、
小
型
動
力

ポ

ソ
プ

ニ

十

一
台
を
有

し
、
現
在

に
至

っ
て
い
る
。

二
、
歴
代
消
防
団
長

・
副
団

長

旧
矢
吹

町

階

級

氏

名

就

退

年

月

日

備

考

二 二 初 三 二 初

鞭 騰
長 長 長 長 長 長

市 関 安 関 大 会
島 根 藤 根 木 田古

爪

政 正 正 宏 太
秋 二 強 二 男 郎

昭 昭 昭 昭 昭 昭
ニ ニ ニ ニニ ニ ニ

亦 亦 子 ひ 甲 亭
五 云 四 五=四
一二 ⊥ ● ● ⊥ ●
二 ニ ー 一 五 一

～ ～ ～ ～ ～ ～
三 ニ ニニ 三 ご 二

?ひ 亦?ひ 甲
三 四 王二 」三 四=

圭 圭 二 圭 ●.二
o⊂)-o二 二 四

旧
中
畑
村

二 初 二 初

舗晶
長 長 長 長

階

級
一

田 水 水 大
中 野 野 和 氏

喜 谷 谷 田
二 徳 徳 重
郎 次 次 吉

名

昭 昭 昭 昭
二 二 二 二 就
る 亭 る 亭

甲 甲 甲 甲 退

一 一 一 一

～ ～ ～ ～
年

三==二 三 二

?ひ(…){、 月

〒 〒」亭 亭
三 三 三 三 日
o-〇 一

備

考
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旧
三
神
村

二 初 二 初

舗 代代
団 団 団 団
長 長 長 長

階

級

小 円 円 諸
林 谷 谷 根

一

氏

勝 佐 佐 文
次 忠 忠 次 名

昭 昭 昭 昭
栞 量 柔 量
.● ● ●

ヤ 『『亨 甲

就

退

一 一__

～ ～ ～ ～
年

三 二二 三 二=二

9亦?亦 月

亭 亦 亭 亦
三 三 三 三 日
oooo

備

考

 

矢
吹
町

(合
併
後
)

六 五 四 三 三 三 二 二 二 初 初 初 六 五 四 三 二 初

舗舗舗舗舗謹齢朧 齢
長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 長

渡 安 円 渡 田 鈴 小 円 樫 市 佐 円 安 渡 藤 円 佐 大
辺 藤 谷 辺 中 木 林 谷 村 島 藤 谷 藤 辺 井 谷 藤 木

隆 吉 吉
正 忠 正 一 一 勝 徳 文 政 之 佐 忠 英 佐 之 代
昭 治 秋 誠 郎 郎 次 重 雄 秋 助 忠 治 誠 由 忠 助 吉

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
四 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 四 三 三 三 三 三
亦 る ヤr手 手 亭777???亦 る ヤ 亭 一r(?

六 九 三 九 九 九 三 三 三 菖 三 三 六 六 三 三 三 三。 ⊥ ● ⊥ ⊥
.二'圭 三 圭 圭 圭'二.●'圭

一 四 三 四 四 四 一 一 一 一 一 一 一 五 四 三 一 一

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

垂琴李示群 轟 孝手手罐 琴祥 孝手
窒翼 至亭早竺 萱 萱 窒聖査亭壼
る=δ 三 ニ ニ 三 三 三 石=百=百 る 尺 四 三 三 穴

矢
吹
町
幹
部
氏
名

訓 第 第 第 副 団
三 ニ ー

練 分 分 分 団
団 団 団

長 長 長 長 長 長

階

級

橋 藤 大 高 渡 安

本 井 高 桑 辺 藤

清 直 光 素 正 忠

美 喜 雄 保 昭 治

氏

名

備

考

 

三
、
消
防
団

の
組
織

団
長

一
名

・
副

団
長

二
名

・
分
団
長

三
名

・
副
分
団
長

三
名

・
部
長

二
八

名

・
班
長

四
六
名

・
団
員

二
八
三
名

・
訓
練
長

一
名

・
訓
練
副
長

三
名

・

世
帯

三
、
八
四
八

・
人

口

]
六
、
四

三
〇

四
、
消
防
予
算

の
状
況

旧
矢

吹
町

年

度

昭
和
三
年
度

昭
和
二
四
年
度

昭
和
二
五
年
度

昭
和
二
六
年
度

昭
和
二
七
年
度

昭
和
二
八
年
度

昭
和
ご
九
年
度

昭
和
三
〇
年
度

一
般
会

計
予
算

七
、九
六
二
千

円

九
、九
〇
六
千

円

一三
、四
八
七
千

円

宍

、四
〇
三
千

円

一西
、六
七
一千

円

不

明

三
三
、七
五
七
千

円

九
六
、ハ
ニ
O
千

円

消

防

予

算

一
対
比

不

明

一、
五
四
五
千

円

一
、八
三

千

円

二
、七
七
四
千

円

不

明

不

明

不

明

一
、三
三
〇
千

円

三

・
六

三

・
五

充

・
九

一
・
四

備

考

816
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旧
中
畑
村

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和 和 和 和
」≡二 ニ ニ ニ ニ ニ ニニ ニ
〇 九 八 七 六 五 四 三

年 年 年 年 年 年 年 年
度 度 度 度 度 度 度 度

不
〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

明

不
〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

明

旧
三
神
村

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和 和 和 和
三=二 」=二=ニ ニニ ニニ ニ ニ
〇 九 八 七 六 五 四 三

年 年 年 年 年 年 年 年
度 度 度 度 度 度 度 度

不 九 三 不 六 不
壱(…)λ 〃 〃

明 岩 覧 明 奎 明
千 千 千
円 円 円

不 不 不
二 二 二 〃 〃

明 至 明 葦 畠 明
千 千 千
円 円 円

干 『二
六 〇

矢
吹

町

(
合
併
後

)

昭
和
三
年
度

昭
和
三
一年
度

昭
和
三
三
年
度

昭
和
三
四
年
度

昭
和
三
五
年
度

昭
和
三
六
年
度

杢

O
、九
六
千
円

四
八
、四
八
二
千

円

六
三
、八
一西
千

円

六
三
、九
九
八
千

円

八
三
、
五ヨ
ニ
千

円

九
三
、
置四
二
千

円

一
、八
七
三
千

円

二
、六
七
四
千

円

三
、四
二
二
千

円

三
、四
δ

千

円

二
、豊

三
千

円

三
、三
2

千

円

三
・
O

亭
三

五
・
四

五
・
三

三
・
三

三
・
五

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和 和 和 和 和 和 和 和 和 和 和
五 五 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 三 三 三一 〇 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー 〇 九 八 七

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年
度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度

「 一マ「 「
五 五 二 〇 八 六 五 ヨ 三 三 三 ニ ー 一 一
囚 三 六 一 六 四 四 四 一 一 一 三 五 三 一
四 七 九 三 一 〇 五 〇 四 〇 七 三 五 七 五

孟 £ 犬 」 三⊇δ 三 、£ £ 犬 西 £ 」 犬 芙一 五 〇 一 九 三 九 四 六 七 九 四 八 五 〇
四 七 三 四 一 六 九 五 一 四 四 五 一 二 三

千 千 千 千 千 千 千 千 千 千 千 千 千 千 千
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

五 四 五 三 三 ニ ー

;呑 至吾岳 含⊇睾莞喬雲誹彙碁 覧
三 九 五 三 三 三 四 六 六 六 九=六 五 〇
七 三 〇 二 二 二 五 七 二 三 一 三 七 二 六

千 千 千 千 千 千 千 千 千 千 千 千 千 千 千
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円Fj

孟重翌孟 童 囲童呈三=£ 三茜云窒

五
、
防
団
員
並
び

に
消
防
施
設

の
状
況

旧
矢
吹
町

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和 和 和 和
三 二ニ ニ=ニニ ニニ ニニ ニ ご
〇 九 八 七 六 五 四 三

年 年 年 年 年 年 年 年
度 度 度 度 度 度 度 度

年

度
一

団
員
数

稲

チ
車防

≡…壬 三 ≡∋≡∋ ≡≡… ≡≡ 壬
δ δ δ(5ζ=]i茜 δ

一 一 一 一 一 一 一 一

積小

載劃

璽カ
ポ小
ン
プ型
一

腕手
用引

緬
そ
う火

七 七 七 七 七 七 七 七

二 三 三 三 三 三 三 三

817



旧
中
畑
村

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和 和 和 和
三 二 二 こご=ニ ニニ ニ ニニ
〇 九 八 七 六 三 四 三

年 年 年 年 年 年 年 年度 度
度 度 度 度 度 度

三 ≡≡≡≡三 ≡≡三 三 三
置 五 _箕 五 三 三 五 五

==;δ 九 九 九 九

旧
三
神
村

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和 和 和 和
三ニ ニニ ニニ ニ ニニ ニ ニニ ニニ
〇 九 八 七 六 蕊 四 三

年 年 年 年 年 年 年 年度 度 度 度 度
度 度 度

三 ≡≡三 三 三 三 ≡三三九 九 九 九 九 九 九 九
一

δ;6δ 九 九 九 九

矢
吹
町

(合
併
後
)

昭 昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和 和
三 三 三 三 三 三
六 五 四 三 二ニー

年 年 年 年 年 年
度 度 度 度 度 度

繭 四 四 四 四 四
二巨ニ ニ≡二 五 五 五 王二〇

〇 〇 〇 〇 ⊂)

二≡二 冒 三 一 一 一

三 三=七__

八 八 八 八 八 七

曇 δ 宍=七 冒

昭
和
二
七年
度

昭
和
三
八年
度

昭
和
三九
年
度

昭
和
四〇年
度

昭
和
四
一年
度

昭
和
四二年
度

昭
和
四三年
度

昭
和
囲
年
度

昭
和
竪
年
度

昭
和
異
年
度

昭
和
囚七年
度

昭
和
四八年
度

昭
和
四九年
度

昭
和
五〇年
度

昭
和
三
年
度

三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 四
六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 六 五
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

一 〇 〇 〇 〇 〇 七 七 七 七 七 七 七 穴 五

一 一 一 一 一 〇 〇 九 九 九 九 九 九 九 七

王二 …ニ ニE二 五 ヨ

九 九 九 九 八 八 七 六 五 四 四 三 三 二 二
四 四 三 〇 七 一 八 八 七A三 蕊 七 五 四

 

六
、
婦

人
消
防
隊

の
状
況

1

矢

吹
町
婦

人
消

防
協
力
隊
は
、
昭
和
三
十
七
年

四
月

一
日

結

成

さ

れ
、
矢
吹
地
区

・
中
畑

地
区

・
三
神

地
区
と
そ
れ
ぞ
れ
三
地
区
の
婦

人

会

員
で
組
織

さ
れ
た
。
主

に
家
庭

で

の
防

火
思
想
普

及
な
ど
で
消

火
作

業

に
は
直
接
従
事

し
な

い
。

も

っ
ぱ

ら
予
防

消
防

を
目
的

と
し
た
団
体

で
あ
る
。
会
員

四
〇
〇
名

七
、
少
年
消
防

ク
ラ
ブ

の
状
況

組
織

な
し

818
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八
、

主
な
火
災

の
状

況

1

昭
和

二
十
三
年

五
月

二
十
五
日
午
後
十

一
時

三
十
分
頃
矢
吹
町
大
字

大
和
久
部
落

に
火
災
発

生
、
住

家
非
住
家

あ
わ
せ
て
十

三
棟
焼
失

、
罹

災
人
員

一
二
〇

名
、
損
害

二
、
八
〇
〇
千

円
を
出

し
た
。
原
因
放

火
。

こ
の
大
火
以
前

部
落
内

に
十
数

回

の
ボ
ヤ
が
あ
り
、
部
落
民

は
連

日
夜

警

な
ど
実
施

し
各
部
落
消
防

団
員

は
、

い
つ
で
も
出
動

で
き

る
よ
う
ポ

ン
プ
を
大
和
久
部
落
に
向

け
て
待
期

の
状
態

で
あ

っ
た
。

ま
た
町
当
局

は
、
た
び
重
な
る
火
災

に
ポ

ソ
プ
自
動
車

の
配
置

を
手

配
し
て
い
た
が

三

日
遅
く
五
月

二
十
五
日
東
京

消
防
庁

か
ら
戦
後

初

の
ポ

ソ
プ
自
動
車

を
払
下
陸
送
し
て
き
た
。

煙
く

す
ぶ
る
現
場

の
始
末

の
手
を
休

め
大
和

久
部
落

の
人
達

は
総
出

で
迎

い
喜

こ
ん
だ
が
、
反
面
三
日
早

や
か

っ
た

ら
と
、
く
や
し
が

っ
た
と

い
う
。

2

昭
和

三
十

三
年
十

二
月
十
五

日
午
後

十

一
時

頃
矢

吹
町
大
字
三
城
目

部
落
中
央
か
ら
出
火
、
折
か
ら

の
強
風

に
あ
お
ら
れ
住
家

二
十
棟

.
非

住
家
十
九
棟
が
焼
失
。

十

八
世
帯
罹
災
者

一

一
一
名
を
出
す
大
火
と
な

っ
た
。

原
因
不
明
、
強
風
下

の
火
災

で
あ

っ
た
た

め

一
時

は
部
落
全
滅

の
危
機

に
さ
ら
さ

れ
た
が
、
近
隣
市
町
村
消
防
団

五

一
〇
名

の
応
援
を

求

め
て
必
死

の
消
火
作
業

で
被
害
を
最
少
限

に
と
ど

め
た
。

こ
の
大
火

は
合
併
後
間
も

な
い
こ
と

で
消
防
団
自
体
部
落
根
性
が
残

っ
て
お
り
、

火
災
発
生

の
周
知
方
法
、

出
動

の
体
制

な
ど
必

ら
ず

し
も
う
ま
く

い

っ

て
い
な
か

っ
た
が
、

こ
れ
を
機

に
周
知
方
法

・
出
動
体
制

・
消
防
機
械

の
整
備
充
実
が
急
速

に
進
む
機
運
と
な

っ
た
。

3

昭
和

四
十

三
年

四
月

二
十

日
午
後
九
時

二
十

五
分
頃
矢
吹
町
大
字
中

町
地
内
飲
食
店

(.ハ
ア
ー
)
か
ら
出
火
、
同
棟
燃
料
店
プ

ロ
パ

ン
ガ
ス

ボ

ン
ベ

に
も
引

火
、

火

の
廻

り
が
早
く

二
階

に
い
た
子
を
助
け
出
そ
う

と
し
た
婦
人
が
子
供

を
助
け
出

せ
ず

に
焼
死

、
子
供

と
婦

人
二
名

の
焼

死

者
を
出
す
。

原
因
.ハ
ァ
i
客

同
志

の
け
ん
か

に
よ
る

ス

ト

ー

ブ

転

倒
。
現

場
は
矢

吹
駅
前

通
り
の
繁
華
街

で
季
節
柄
花

見
帰

り

の
酔
客

と

ヤ
ジ
馬

で
大
混
乱
と
な

っ
た
が
、
消

防
団

の
出
動
が
早

か

っ
た

の
と
消

防
戦

術
が
功

を
奏

し
木
造

住
宅
店
舗

に
も
か
か
わ
ら
ず

↓
棟

を
焼
失

し

た
だ
け

で
消
し
止
め
た
。

4

昭
和
四
十
四
年
四
月
十
三
日
午
後

十
時
十
分
頃
矢

吹
町
中
町
地
内

町

立
矢
吹
小
学
校

及
び
矢
吹
幼

稚
園

の
旧
講
堂

渡
り
廊

下
附

近

か

ら

出

火
、
連

日
の
好
天

に
乾

燥
し
ぎ

っ
た
木
造
校
舎

は
、
ま
た
た
く
間

に
火

の
海
と
な
り
、
全
校
舎

三
分

の

一
程
度
を
残
し
焼
失
し
た
。
焼
失
面
積

三
、

一
一
二

・
〇

四
平
方

メ
ー
ト
ル
損
害
額

八
九
、
○
○
○
千
円
を
出

し
た
。
原
因

不
明

、
出
火
周
知

サ
イ

レ
ン
と
同
時

に
町
消
防
隊
が
出
動

学
校
周

辺
防
火
水
そ
う
消
火
栓

か
ら
放
水

し
た
が
、
強

い
火
勢

に
お
さ

れ
後
退

を
余
儀

な
く

さ
れ
た
。

こ
の
段
階

で
隣
接
市
町
村

へ
応
援
を
要

請

を
す

る
と

共
に
消

火
の
体
制
を
立

て
直

し
校
舎
防

火
壁
前

に
全
筒
先

を
集

中
放

水
、
町
民
体

育
館
及

び
民
家

へ
の
類
焼
を

か
ろ
う

じ
て
防

い

だ
。
応
援
消

防
団
職

員

一
・
六
八
九
名
、
消

防
ポ

ン
プ

七

一
台
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昭
和
三
九
年

六
月

九
日

昭
和
四
〇
年

四
旦

三
日

昭
和
四
七
年

ヨ
月

七
日

昭
和
吾
年

五
月
二
八
日

昭
和
三
年

三
月

四
日

昭
和
三
年

三
月

三
日

福
島
県
消
防
協
会
功
績
章

福
島
県
消
防
協
会
功
績
章

福
島
県
消
防
協
…ム写
功
緕
丑
早

福
島
県
消
防
協
会
功
績
章

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章

日
本

消

防

協

会

功

績

章

矢 矢 矢 矢 矢 矢

吹 吹 吹 吹 吹 吹

町 町 町 町 町 町

消 消 消 消 消 消

防 防 防 防 防 防

団 団 団 団 団 団

団 団 分 副 副 分

団 団 団 団

長 長 長 長 長 長

安 安 橋 渡 安 円

藤 藤 本 辺 藤 谷

忠 忠 清 正 忠 正

治 治 美 昭 治 秋

年

月

日

種

別

所

属

階

級

氏

名

、

個
人
表
彰
受
彰
者
名

昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和 和 和 和 和
置 五 四 四 三 三 二 二 二
　 　 ム ニ ナロ ゼ ナし ム ナゴ

年 年 年 年 年 年 年 年 年
　 ニロ

月 月
圭 天
日 日

福 福 消 福 日福 福 福 福

島 島 防 島 本 島 島 島 島
県 県消

県 消 庁 県 県 県 県 消

防 防 防
知

協 長 知 協 知 知 知 協

事 会 官 事 会 事 事 事 会

表 表 竿 竿 竿 竿 竿 竿 竿

彰 彰 頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭

状 状 授 授 授 授 授 授 授

ポ 優 消 消 優 消 無 無 無

と

嚢良擁 良篇
方 消 火 火 火

雲分灘 峨
優勝団 秀 秀 団 秀 災 災

災

矢 矢 矢 矢 矢 矢 矢 矢 矢
吹吹
町 吹 吹 吹 吹 吹 吹 吹
消町
防 町 町 町 町 町 町 町

鵡 消 消 消 消消 消 消
防 雰 防 防 防 防 防 防 防

団 団 団 団 団 団 団 団 団

年

月

日

表

彰

機

関

一

種

jI昇

表

彰

事

由

団

体

名

○
、
団
体
表
彰
受
賞

の
状
況

九

、

な 火
し 災

以
外
の
災
害
の
状
況
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=

一、
公
務
殉
職
者

の
概
要

所
属
及
び
階
級

殉
職
者
名

年
令

殉

職

の

概

要
」

矢
吹
町
消
防
団
団
員矢吹町消防団団員

阿
部
吉
平小泉孝正

二
±二±

一

昭
和
三

十
六

年
四
月
五

日
強
風警報発令により同僚団員と二人でオートバイにょり警戒巡視中曲り角で運転を誤り畑に転落死亡したもの昭和四十七年七月八日ポソプ操法訓練終了直後倒れ心不全により死亡したものL

〔矢
吹
町
役
場
住
民
課
く
ら
し
の
相
談
係
長
大
木
豊
調
査
資
料
に
よ
る
〕

四
七
六

〔昭
和
四
九
年
町
消
防
団
竿
頭
綬

の
授
与
〕

町
消
防
団
が
竿
頭
綬
を
授
与

去
る
三
月

一
日
、
午
前
十
時

か
ら
東
京

の
日
消

ホ
ー

ル
で
、
昭
和

四
十

八

年
度

の
消
防
庁
定

例
表
彰
式
が
行

な
わ
れ
、
わ
が

町
か
ら
も
安
藤
団
長
が
出

席

、
晴

れ

の

「
竿

頭
綬

」
を
受
彰

を

い
た
し
ま
し
た
。

竿

頭
と

は
文
字
ど
お
り
竿

の
先

頭
、
即
ち
消
防
活

動

の
先
端

に
立

つ
と

い

う
意
味

で
、

日
頃

の
防
災
活
動

の
実

績

に
対

し
て
お
く
ら
れ

る
も

の
で
、
特

に
わ
が
町

の
場
合
消
防
設
備

の
充
実
と
昨
年

の
総

合
防
災
訓
練
が
他

の
模
範

で
あ

る
と

し
て
こ
の
賞
が
授
与
さ
れ

た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回

は
全
国

で
七
十

一
の
消
防
機
関
が
受
彰
さ
れ

た
ま

し
た
が
、
福
島

県

で
は
矢
吹

町
と
金
山

町
が

そ
の
賞

に
浴

し
ま

し
た
。
団
員

の
方

々
も

日
頃

の

努

力
が
報

い
ら
れ

て
本
当

に
嬉
し
く
思
わ
れ
た

こ
と

で
し

ょ
う
。

願
く
ば
も

っ
と
も

っ
と
設
備
を
充
実

し
、
防
火
意
識
を
高

め
、
わ
が
町
か

ら
火
災
を
絶
滅
す

る
ま
で
頑
張

っ
て
欲
し

い
も

の
で
す
。

〔昭
49

・
4

・
1

「広
報
や
ぶ
き
」
抜
粋
〕

四
七
七

〔広
域
消
防
矢
吹
分
署
〕

一
、
管

理
者

白

河
地
方
広

域
市

町
村
圏
整
備
組

合

二
、
名

称

白

河
消
防
署
矢
吹
分
署

三
、
設

置

昭
和
四
七
年
四
月

一
日

四
、
人
員

お
よ
び
装
備

五

、

配
置
人
員

消
防
ポ
ン
プ
車

水
そ
う
付
消
防
ポ
ソ
プ
車

救
急
車

広
報
車

消
防
無
線

編
成
お
よ
び
業
務
分
担

一

五
名

一
台

一
台

一
台

一
台

二
基

分
署
長

・
予
防
係

・
警

防
係

・
救
急
係

〔白
河
広
域
市
町
村
圏
消
防
の
概
要

昭
47

・
3

・
1

「広
報
や
ぶ
き
」
抜
粋
〕
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四
七
八

〔昭
和

二
三
年
防
犯
協
力
会
結
成
〕

防
犯
協
力
会
と
呼
称

強
化
さ
れ

る
矢
吹
町
署

明

日
の
住
み
良

い
町

の
建
設

に
直
接
そ

の
任

に
当
る
町
警
察
署
警
察
吏
員

に
不
自
由
を
か
け
な

い
様

に
と
既
報
町
警
察
後

援
会

(
仮
称
)
を
設
置
せ
ん

と
運
動
を
起
し

て
、
去
る
十

↓
月

二
十
七

目
発
起

人
会
を
開
き
、
ボ

ス
、
顔

役

を
排
撃

す
る
意
味
で
そ

の
名
も
矢
吹
町
警

察
署
防
犯
協
力
会

と

し

て

発

足

、
直

ち

に
錠
衡
委

員
を
あ
げ
会

長
、
副
会

長
、
幹
事

、
評

議
員
、
顧

問
等

を
推
薦
決
定

、
三
日
第

↓
回
役

員
総

会
を
午
後

一
時

よ
り
町
警
察
楼

上
に
開

催

、
協
議

目
的
達

成
に
全
力

を
尽
す
事

に
な

っ
た
、
会
長
及
役
員

は
左

の
諸

氏

で
あ
る
。

(敬
称
略
)

▼
会
長
大
木
宏
男

▼
副
会
長
野
木
忠
房

▼
幹
事
長
安
藤
強

▼
幹
事

岡
野
忠
治
、
熊

田
左
近
、

長
尾
文
雄

、

大
野

一
広

、

小
針
誠

一
、

星
光

次

、
芳
賀
重
雄

、
鈴
木
良

己
、
中
村
孝
敏

、
渡

辺
幸

一
、
大
森

ア
ツ
シ

▼
会
計
幹
事
山

口
源
治

、
納
谷
虎
松

、
仲
西
万
世

▼
評
議
員
円
谷
昌
幸

外
九
名

(
一
区
)
、
富
永
満
寿
蔵
外
九
名

(
二
区
)
、
富
永
栄
太
郎
外
四
名

(
三
区
)
、
星
清
外

四
名

(
四
区
)
、
熊

田
末

二
外
四
名

(
五
区
)
、
沢
田
弥

太
郎
外

三
名

(
六
区
)
▼
顧
問

仲
西
正
次
、
栗

林
俊
雄
、
会
田
宗
太
郎
、

安
藤
国
吉

〔昭
23

・
12

・
5

「
や
ぶ
き
タ
イ
ム
ス
」
抜
粋
〕

四
七
九

〔昭
和
四
九
年
矢
吹

町
防
犯
協
会
設
立
〕

矢
吹
町
防
犯
協
会
設
立
さ
れ
る

去
る
七
月
十
六
日
、
矢

吹
町
中
央
公
民
舘

に
お

い
て
矢

吹
町
防
犯
協
会

の

設
立
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

設
立

の
目
的
は
、
犯
罪

の
な

い
明
る
く
住
み

よ

い
町
を

っ
く
る
た
め

に
、
相

互
扶
助

の
精
神

を
も

っ
て
防
犯
思

想

の
高
揚

を
は
か
り
、
自

主
的
防
犯

の
確

立
を
期
す

る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
総
会

で
は

協
会
会

則
が
決

さ
ら
れ
た
ほ
か
役

員
の
選
出
と
、
昭
和

四
十
九
年
度

の
事
業

計
画
が
次

の
よ
う

に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

▽
重
点
実
施
事

項

(4)(3)(2) (1

明

る
く
住

み
よ
い
町
づ
く

り
の
推
進
。

少
年

の
健
全
育
成
と
補
導
活
動

の
強
化
。

防
犯
組
織

の
整
備
と
活
動

の
強
化
。

自

主
防
犯
意
欲

の
向
上

に
っ
と

め
防
犯
団
体

の
強
化
を
図

る
。

役
員

は
次

の
方

々
で
す
。

▽
会

長

▽
副
会
長

▽
理

事

鈴 水 安 大 市 関 仲

木 戸 藤 竹 島 根 西

忠 利 政 正 藤

次

(
町
長
)

五
口
(
議
会

議
員
)

秋

(
交
対

協
副
会

長
)

行

(旅
館
業

組
合
長
)

治

(
消
防

団
長
)

亥
三
郎

(矢
吹
中
学
校
長
)

芳

子

(中
畑
婦
人
会
長
)
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薄内小真水塩

▽
監

事

武岩

▽
幹

事

吉加

藤 田 谷 藤 田 戸 船 平 藤 葉

 

な
お
事
務
局
は
役
場
住
民
課

に
あ
り
ま
す

の
で
、

は
申
し
込

ん
で
く
だ
さ

い
。

入
会

で
き
ま
す
。

始

(
少
年
補
導
協
会
員
)

重

治

(

〃

)

正

一

(
子
供
育
成
会
会
長
)

貞

夫

(
矢
中

P
T
A
会
長
)

政

治

(
青
少
年
指
導
協
力
員
)

嘉
代
治

(
防
犯
連
絡
所
)

(矢
吹
)

祐

(東
邦
銀
行
支
店
長

)

(
三
神
)

義

夫

(白

河
農
協
事
業
所

長
)

又

市

(
矢
吹
派
出
所
主

任
)

政

義

(
住
民
課
長
)

入
会

を
希
望
さ
れ

る
方

こ
の
会

の
趣
旨

に
賛

同
さ
れ

る
方
な
ら
誰

で
も

〔昭
49

8

・
1

「
広
報
や
ぶ
き
」
抜
粋
〕

3

保

健

ω

保

健

四
八
〇

〔昭
和
二
〇
年
矢
吹
町
国
民
健
康
保
険
組
合
決
算
〕

(表
紙
)

「

昭
和
二
十
年
度
決
算
書矢

吹
町
国
民
健
康
保
険
組
合

」

議
案
第
二
号昭

和
二
十
年
度
矢
吹
町
国
民
健
康
保
険
組
合
決
算
書

収

入

一
金
二
万
五
千
三
百
七
十
八
円
六
十
八
銭
也

収
入
決
算
高

支

出

一
金
二
万
二
千
四
百
五
十
四
円
五
十
三
銭
也

支
出
決
算
高

収
入
支
出
差
引
残

残
金
二
千
九
百
二
十
四
円
十
五
銭
也

昭
和
二
十

一
年
六
月
二
十
九
日
提
出

矢
吹
町
国
民
健
康
保
険
組
合
理
事
長

大

木

代

吉
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